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(3) 電磁誘導に用いるコイルは，送信コイルと受信コイルの巻数比を 3：2 にした場合が，受信
コイルへの信号伝送効率が最も良かった．さらに，両コイルにフェライト製の磁気ヨークを
設置する事で，信号である磁束を引き寄せる事ができるため，磁気ヨークを設置しなかった
場合に比べ，伝送できる電流量が 10 倍程度大きくなった． 
(4) 補聴器の振動子に用いる GMM は，円柱状の素子に直接コイルを巻く事で，変形させる．用
いる素子は，より径が小さく，より長いものの方が，同磁界を与えた際の発生力が大きくな
る事が確認できた． 
(5) 試作した補聴器は，各周波数において 70dB 以上の加振力を得る事ができ，フラットな周波
数特性と高度難聴に対応できる出力を持つ． 
 
